
 

 

   
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

①・妊婦、乳幼児を持つ保護者や子育て世代を対象に健康や子育て

に関する相談に応じるとともに、市町村が設置する子育て世代包

括支援センターの機能充実等の取組を積極的に支援します。 

②・放射性物質対策の視点を組み入れたふくしま県 GAP（FGAP）の推

進やふくしま HACCP の導入促進とともに、県北地方ならではのブ

ランド力の強化に取り組み、食の安全の確保と風評払拭を図りま

す。 

③・悩みを持つ児童や生徒などがいつでも相談できるよう、専門家

による支援を実施します。 

・障がいのある子どもたちに対して切れ目のない支援を行うなど、

安心して学ぶことができる環境の充実に取り組みます。 

④・市町村や関係機関、企業と連携しながら、バランスの良い食生活

や減塩、適度な運動、検診受診の大切さについて普及啓発を図りま

す。 

・地域や職場等において食生活の改善を推進する者の養成に取り

組むなど住民の健康づくりを推進します。 

⑤・地域の保健・医療・福祉の関係機関と連携を強化し、良質な人材

の育成・確保を図るため、充実した教育カリキュラムの策定や効率

的な教育体制の構築に向けた取組を進めます。 

 県 北 地 域 

豊かな自然や都市機能、交通インフラをいかし、地域経済を支える産業

の振興や多彩な交流を通した地域活性化を図るとともに、誰もが安心

して暮らせる環境づくりを進めます。 

 

令和４年度地域懇談会 地域別の主要施策に基づく主な取組 

県北地域の 

目指す 

方向性 

主要施策１「誰もが安心していきいきと暮らせる環境づくり」 

【子育て世代包括支援センター支援推進事業】：① 

育児や健康等に関する総合的な相談拠点である「子育て世代包括支援センター（市町村が設

置）」が機能充実できるよう、母子保健連絡調整会議の開催、市町村に対する個別支援を行う。 

◆Ｒ３：会議を年２回開催、管内市町村等延べ４６人参加 

◇Ｒ４：会議を年１回開催、市町村個別支援を予定 

【ひとり親相談】：① 

ひとり親家庭及び寡婦から、子育て、就労、資金の貸付けなど生活全般にわたる問題につ

いて、母子・父子自立支援員が相談を受け、自立のための助言・指導にあたる。 

◆Ｒ３：相談訪問指導８３９件（母子・父子自立支援員３人配置） 

◇Ｒ４：母子・父子自立支援員３人配置 

【第三者認証ＧＡＰ取得等促進事業】：② 

産地の信頼回復・向上を図るため、ＧＡＰの既取得者に対し、維持・更新を支援するとと

もに、補助事業等を活用しながら新規取得の支援を行う。 

◆Ｒ３：補助金交付件数４２件、 

◇Ｒ４：県北地方ＧＡＰ推進協議会の開催（６月）、推進対象者への認定申請誘導 

 

FGAP ロゴマーク 

あんぽ柿 

令和４年度の代表的な取組（◆…R3 実績、◇…R4 計画） 

スクールカウンセラー 

スーパーバイザー 

による教職員への助言 

資料２－２ 



 

 

 
  

【「ふくしま HACCP」導入推進事業】：② 

「ふくしま HACCP」の導入を推進し、食品の安全確保と本県産加工食品の風評払拭を図

り、導入済施設に対しては、実施状況の確認、指導等を行い、食品事業者による自主的な

衛生管理の充実を図る。 

◆Ｒ３：導入支援研修会１７回開催、参加者数７８人 

◇Ｒ４：導入支援研修会の開催及び導入済施設に対する確認・指導等を実施予定 

【ふくしまプライド農林水産物販売力強化事業】：② 

県産農林水産物等の価値を伝え、販売消費の拡大を図るため、販売促進活動やパッケー

ジの作成など産地や生産物の魅力が消費者に伝わる商品づくりに対して支援する。 

◆Ｒ３：支援した団体数４０団体 ◇Ｒ４：３５団体から計画申請受付（５月末時点） 

【スクールカウンセラー派遣事業】：③ 

児童生徒のいじめや不登校等の問題行動の早期対応・早期解決を図るため、各校にスク

ールカウンセラーを配置し、心のケアを行うとともに、スクールカウンセラースーパーバ

イザーを配置し、教職員、スクールカウンセラー等に対する助言や支援を行う。 

◆Ｒ３：スクールカウンセラー相談件数（小・中）１５，２９７件、（高）１，６８６件 

    スクールカウンセラースーパーバイザー助言件数２４件 

◇Ｒ４：スクールカウンセラー（小・中）４１名、（高）１２名配置 

    スクールカウンセラースーパーバイザー ２名配置 

【「個別の教育支援計画｣の作成と活用の促進】：③ 

乳幼児期から学校卒業後まで、長期的視点に立った一貫した教育的支援を的確に行うた

め、「個別の教育支援計画」を作成して各学校間等で引継ぎを行うことにより、障がいのあ

る子どものニーズの正確な把握や、関係機関との連携を図る。 

◆Ｒ３：特別支援学級における計画引継ぎ率（小学校）１００％、（中学校）１００％ 

◇Ｒ４：特別支援学級における計画引継ぎ率（小学校）１００％、（中学校）１００％ 

【地域保健・職域保健連携による生活習慣病予防対策推進事業】：④ 
地域保健・職域保健の連携により、健康づくりのための情報共有、保健事業の共同実施等

を行い、生涯を通した継続的な保健サービスの提供体制の整備を図るとともに、連携推進連

絡会の開催や「元気で働く職場」応援事業モデル事業所の支援などを実施予定。 

◆Ｒ３：地域保健・職域保健連携推進連絡会開催（２８機関で構成） 

「元気で働く職場」応援事業モデル事業所の巡回支援等４回 

 ◇Ｒ４：地域保健・職域保健連携推進連絡会（１回） 

     「元気で働く職場」応援事業モデル事業所の巡回支援等（新規１箇所、４回） 

【食生活改善推進員育成支援】：④ 

食生活改善推進連絡協議会総会・役員会を開催（年３回）するとともに、川俣町食生活

改善推進員に協力を依頼し、普段の活動紹介や、調理実習補助など食生活改善推進員につ

いて知ってもらう機会を作り、町民の健康づくりを推進する。 

◆Ｒ３：食生活改善推進連絡協議会３回開催、管内７市町村の推進員の活動状況を共有 

◇Ｒ４：県北地区食生活改善推進連絡協議会役員会の開催（２回） 

【新医師臨床研修・学生実習等】：⑤ 

保健福祉事務所に「地域保健」履修のための研修医を受け入れるほか、保健・医療・福

祉従事者養成機関の実習生に地域保健福祉活動の現状を学ぶ実習の場を提供・指導する。  

◆Ｒ３：研修医受入１名、実習生受入１０校、１４７人 

◇Ｒ４：研修医受入２名予定、実習生受入校数１１校、１７０人予定 

【食習慣・肥満等の健康教育に係る専門家派遣事業】：⑤ 

健康課題の解決や健康教育の充実を図るため、学校に医師、大学教授等の専門家を派遣

し、指導や健康相談を行い、健康課題の解決を図る。 

◆Ｒ３：派遣校 小学校８校  ◇Ｒ４：派遣校 小学校５校、中学校２校予定 



 

 

 
 
①・福島市を中心とする連携中枢都市圏形成を視野に入れた取組や

各市町村、民間団体等の取組と連携しながら、県北地方に伝わる

文化や歴史などの「誇り」となる資源に新たな光を当て、地域を元

気にするために住民が主役となって行う個性と魅力ある地域づく

りを支援します。 

②・ライフスタイルの多様化や地方移住への意識の変化を踏まえた

移住相談会や体験ツアーを実施するなど移住・定住を推進します。 

・交通アクセスの優位性をいかしてテレワークやワーケーション

の誘致に向けた環境づくりを進めるなど地域間交流による関係人

口の増加に取り組みます。 

・小学校・中学校・高校それぞれの教育課程において、県北地方の

歴史、文化や伝統行事等の理解を深める学習活動など、将来の地

域コミュニティを担う人材等の育成に取り組みます。 

・吾妻• 安達太良連峰を始めとした自然・風景、全国的に有名な温

泉などの四季を通じた魅力を更に広めるため、国内外に向けて SNS

や動画による情報発信に取り組みます。 

・ももを始めとする果樹など農作物の収穫やイベント参加などの

体験メニューの充実による着地型観光を推進します。 

・県北ならではの温泉、食や体験を外国人観光客向けの観光素材

として取り込んだ周遊コース、ガイド・マップの作成など外国人

の誘客促進に取り組みます。 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【地域創生総合支援事業（サポート事業）】：① 

民間団体や市町村等が行う地域振興の取組を支援し、県民が主役となり個性と魅力ある

地域づくりを推進する。 
◆Ｒ３：補助件数２２事業（６３，７１８千円） 

◇Ｒ４：採択件数２５事業（８９，２０１千円）（４／１現在） 

【定住支援カフェ事業】：② 

県北地方在住の UI ターン者等が、UI ターン者同士あるいは地域で活動する人や団体等

とつながり、地域への愛着を深めることで定住を支援する。 
◆Ｒ３：定住支援イベント（ワークショップ）７回、延べ４０名参加 

             （フィールドワーク）３回、延べ２４名参加 

◇Ｒ４：ワークショップを８回開催予定 

フィールドワークを２回実施予定 

フォローアップ座談会を３回開催予定 

 

移住セミナー 

もも 

高校生観光ガイド 

養成講座 

（花見山での実践研修）

主要施策２「多彩な交流を通した地域の活性化」 

令和４年度の代表的な取組（◆…R3 実績、◇…R4 計画） 



 

 

 
  
【移住相談会、移住セミナー等の開催】：② 

移住人口や関係人口の拡大のため、多様な「地方ぐらし」を紹介するセミナーの開催や、

首都圏のイベントへの出展を行い、移住希望者等へダイレクトな情報発信を行う。 

◆Ｒ３：移住セミナー・出展を年４回開催、延べ７９名参加 

◇Ｒ４：    〃    を年５回開催予定 

【広域的連携による交流イベントの実施】：② 
隣接他県等と連携し、交流イベントでの観光や特産品等のＰＲを行い、近隣観光（マイ

クロツーリズム）の需要取り込みを図る。 
 ◆Ｒ３：物産展を１２月に開催（コラッセふくしま、約５，５００名来場） 

 ◇Ｒ４：交流イベントを１１月開催予定（道の駅ふくしま） 

【親子で体験！里山の魅力ふれあいプロジェクト】② 
管内過疎地域において震災の影響を受けた特産品等を活用し親子向けワークショップ

を開催し、若い世代の地域への愛着形成を図る。 

◇Ｒ４：親子向けワークショップを年２回開催 

【地域学校協働本部事業（地域学校協働活動）】：② 
学校を中心とした地域づくりを目指して、地域と学校が相互に連携・協働して行う様々

な活動に対して指導・助言を行うとともに、研修会等を通して成果や課題を共有し、地域

社会と学校の連携・協働体制づくりを促進する。 

◆Ｒ３：４市町村で実施（外部講師を招いた水墨画やリンゴ栽培の体験活動など） 

◇Ｒ４：４市町村で実施 

【ＳＮＳ等による情報発信】：② 
振興局独自のＳＮＳ（Instagram、Facebook、YouTube）を利用し、四季折々の景色や温

泉など、県北地方の魅力を国内外に向け発信する。 

◆Ｒ３：国内向け配信９１回、国外向け配信（英語、中国語、タイ語）４６回 

◇Ｒ４：国内向け配信９０回予定、国外向け配信（英語、中国語、タイ語）４５回予定 

【こらんしょ農家民宿・里山魅力向上事業】：② 
コロナ禍により宿泊者が激減していることから、感染防止対策を踏まえた受入体験プ

ログラムを再構築するとともに、受入協議会全体の企画力向上と、受入体制整備を図る

ためのモニターツアーを開催する。 

◆Ｒ３：農家民宿パンフレットの発行、農家民宿プロフィールシートのＨＰ公表 

◇Ｒ４：モニターツアーの開催（８～１１月のいずれか） 

【県外教育機関と連携した情報発信】：② 
ＥＣＣ国際外語専門学校（大阪市）に在学する留学生に対し、福島県に対する風評払拭

を図るとともに、県北地方の魅力を伝えるための交流会を実施する。 

◆Ｒ３：オンラインツアーを１１月開催、１５名参加（こけしの絵付け体験など） 

◇Ｒ４：交流会を１０月開催予定、７０名参加予定 

 



 

 

 
 
①・一定の集積が進んでいる輸送用機械・情報通信用機械産業のほ

か、再生可能エネルギー、医療関連産業やロボット関連産業等の

成長産業について、県内外との交通アクセスの更なる充実や教

育・研究を担う大学が多数立地するなどの地理的な優位性をいか

し、様々な主体と連携しながら、企業誘致や人材育成を図りま

す。 

②・小学校段階からの継続的なキャリア教育を推進し、特に県立高

校においては、大学等と連携した特色あるコース制の取組（体験

学習、特別講座など）を通した職業観や進路意識の醸成、進学や

就職に向けた指導の充実を図ります。 

・企業の取組や働く若者の姿など、地域に根ざした企業で働くこ

との魅力を高校生及び保護者向けに発信することにより、地元へ

の就職促進を図ります。 

③・新規就農者の技術習得や農地確保等を地域全体で支援する体制

づくりを進めます。 

・先端技術の導入による農林業の生産拡大や省力化、地域産業 6

次化などを推進し、所得の向上を図ります。 

・農作物等の鳥獣被害防止を図るため、遊休農地の解消や森林整

備、防護柵の設置、生息環境管理など、地域ぐるみによる総合的

な対策を進めます。 

④・地域経済を取り巻く今後の環境変化を踏まえ、経営者に対する

セミナー等を通して、創業・事業承継を促進します。 

・空き店舗を活用した起業支援等により、商店街の活性化を含め

た地域の魅力向上につなげます。 

  

【次世代産業担い手・つながりづくり事業】：①・④ 
次世代産業分野に取り組む県内企業に、子どもたちや保護者が接する機会を増やすこと

で、将来の担い手となる子どもたちの県内への定着を目指すとともに、企業がイノベ構想

について理解を深めるきっかけをつくることで、次世代産業や地球環境へ配慮した事業等

への参入を検討・実践につなげ、新たなニーズに対応した産業基盤の構築を促進する。 
◇Ｒ４：親子で体験ツアー（８～１２月のうち４日） 

      小・中学生と保護者延べ８０名程度が、管内企業２社を訪問予定 

イノベ企業訪問ツアー（８～１２月のうち２日） 

      管内企業延べ４５社程度が、イノベ企業４社を訪問予定 

キャリア教育の様子 

センサーカメラで 

撮影されたイノシシ 

企業向けセミナー 

主要施策３「地域経済を支える産業の振興、人材の育成・確保」 

令和４年度の代表的な取組（◆…R3 実績、◇…R4 計画） 



 

 

  【専門高校生による小中学生体験学習応援事業】：② 
専門高校で取り組んでいる内容について、専門高校の生徒が講師となり、小・中学生の

体験学習を行うことで、児童生徒のキャリア教育の推進を図る。 

 ◆Ｒ３：福島明成・二本松工業高校で大山小学校・飯野中学校を受入 

◇Ｒ４：福島商業・福島工業高校で梁川小学校・平野中学校を受入予定 

【普通科における特色あるコース制推進事業】：② 
同じ進路希望を持つ生徒を対象に、大学等と連携した体験学習、特別講座及び講演会等

の実施により、先進的、専門的な教育プログラムの充実を図り、高校生の医療、教育等に

対する職業観、進路意識を醸成する。 

 ◇Ｒ４：福島高校（医学コース）、橘高校（保健・医療・教育コース） 

【県北地方人材確保・働き方支援事業】：② 
県北地域の高校生に対し、地元中小企業の魅力や働きやすさ、自らの働き方やキャリア

アップ、支援体制等の情報を提供することで、正しい企業理解や子どもが将来像をイメー

ジできる地域を目指すため、ハンドブック等を作成し配付するとともに、掲載企業につい

て、紹介動画を作成し配信する。 
 ◆Ｒ３：ハンドブックを作成・配付（高校２４校の１年生及び保護者など） 

企業２社の紹介動画を作成・配信 

 ◇Ｒ４：ハンドブックを作成・配付（高校２４校など）、企業紹介動画作成・配信予定 

【次世代育成支援企業認証制度】：② 
働きやすい職場環境づくり促進のため、「福島県次世代産業育成支援企業認証」のメリッ

トや取得効果をＰＲし、取得企業の増加を図る。 

 ◆Ｒ３：認証式を１回実施 

「働く女性応援」中小企業認証１０１社 

「仕事と生活の調和」推進企業認証１３６社 （Ｒ３年度末時点 管内登録数）  

 ◇Ｒ４：四半期毎に認証式を実施予定 

【ふくしまの次代を担う新規就農者支援事業】：③ 
新規就農者の確保・育成を一層強化するため、就農希望者の相談にきめ細かに対応する

就農コーディネーターを配置するとともに、新規就農者等確保・育成連携会議を新たに設

置し、新規就農相談会の開催や雇用就農の強化を図る。 

◆Ｒ３：新規就農者数６０名 

◇Ｒ４：県北地方新規就農者確保・育成連携会議設置（６月）、セミナーの開催（７月） 

【スマート農業プロセスイノベーション推進事業】：③ 
農業の大規模化、効率化、高収益化を図るため、現場における実証を通じた普及活動を

展開する。今年度は、夏秋キュウリにおいて、夏季の高温が課題になっている中で、ミス

ト冷房を活用した実証ほを新たに設置し、普及活動を展開する。 

◆Ｒ３：野菜、果樹、畜産で計６箇所の実証を実施 

◇Ｒ４：（Ｒ３に加え、）ミスト冷房を活用した実証ほの新規設置（夏秋キュウリ） 

【６次化商品販路拡大事業】：③ 
交流会の開催等により「けんぽく６次化ミーティング」の活動を支援するとともに、キ

ャンペーンの開催による地域特産品創出活動を行い、地域産業６次化を推進する。 

◆Ｒ３：ふくしまフル活キャンペーン（１０～１月） 

◇Ｒ４：県産くだものの消費拡大を目的としたキャンペーンを実施予定 

【地域の力で進める！鳥獣被害対策事業】：③ 
地域ぐるみで取り組む効果的な鳥獣被害防止対策を支援するともに、モデル集落におけ

る集落リーダーの育成や成果の普及拡大を図る。 

◆Ｒ３：総合的な有害鳥獣対策に取り組むモデル集落を３カ所設置 

◇Ｒ４：７市町村で対策事業実施予定 



 

 

 
 
①・国道 114 号及び国道 349 号などのふくしま復興再生道路、東北

中央自動車道へのアクセス道路など、地域資源を結び県内外の広

域交流を促進する道路を整備します。 

・通勤・通学、福祉施設や医療機関へのアクセスなど日常生活を支

え、地方創生や地域間の交流連携に資する地域連携道路の整備を

推進します。また、事故、渋滞が発生する交差点や通学路の歩道整

備など、地域の安全で円滑な通行を確保します。 

②・頻発する大規模な自然災害に対応するため、河川への危機管理

型水位計や監視カメラの設置、洪水浸水想定区域図の作成などを

通じて、地域住民の命を守る行動につながる分かりやすい情報を

発信します。 

・市町村等との連携の下、企業や団体を訪問し、消防団への入団協

力を要請することにより消防団員の確保に努めるなど、地域防災

体制を維持・強化します。 

③・激甚化する自然災害から県民の命・財産、生活や経済活動等を守

るため、県有施設やため池等の老朽化・耐震化対策、河川の整備や

土砂災害防止対策、道路の無電柱化など、災害に強い社会基盤の

整備を推進します。 

・里山の環境保全や水源涵養（かんよう）、土砂流出防止など森林

の有する多面的機能の維持・増進を図ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ふくしま復興再生道路整備事業(国道１１４号、国道３４９号)】：① 
避難解除区域の復興を周辺地域から支援するため、避難解除区域等と周辺の主要都市等

を結ぶ川俣町山木屋地内の国道１１４号及び川俣町大綱木地内の国道３４９号の整備を進

める。 

◆Ｒ３：現道拡幅や急カーブの解消など６０％程度事業が進捗 

◇Ｒ４：早期完成を目指す 

【広域的な連携・交流を支え県土の活力を高める道づくり（県道上名倉飯坂伊達線）】：①  
県北地域の自然豊かな地域資源を結び県内外の広域交流を促進するため、全線開通した

東北中央道へのアクセス道路を整備する。 

 ◆Ｒ３：現道拡幅やバイパス整備を目的に、用地買収を進めた 

◇Ｒ４：引き続き用地買収を進め、事業進捗を図る 

【地域連携道路等整備事業（国道３４９号）】：① 
通勤・通学、福祉施設や医療機関へのアクセスなど日常生活を支え、地方創生や地域間

の交流連携に資する地域連携道路を整備する。 
◆Ｒ３：橋梁区間が完成し、バイパス区間も併せて６３％程度事業が進捗 

◇Ｒ４：事業区間の北端部の改良を行い、早期完成を目指す 

ふくしま復興再生道路 

（国道 349 号） 

放水訓練 

河川の整備 

（安達太良川） 

主要施策４「災害に強く、持続可能な生活を支える基盤の整備」 

令和４年度の代表的な取組（◆…R3 実績、◇…R4 計画） 



 

 

 
【安全に安心して暮らせる道づくり（県道岡部渡利線 外）】：① 

通勤・通学や都市内の移動時間短縮や安全な歩行空間の確保を図るため、交差点部の右

折レーン設置や歩道の整備など安全で円滑な道路整備を行う。 

 ◆Ｒ３：５カ所の歩道整備事業と３カ所の交差点改良事業を進めている。また、県道岡

部渡利線の交差点部においては、地下歩道出入口６カ所のうち１カ所の改良工事

に着手した 

 ◇Ｒ４：９カ所の歩道整備事業と４カ所の交差点改良事業を進め、県道岡部渡利線につ 

いては、地下歩道出入口の改良工事を進める 

【河川流域総合情報システム事業(命を守る情報発信の強化)】：② 
水害や土砂災害に対して、迅速な避難を促し地域住民が命を守る行動ができるよう情報

発信の強化を進めるため、危機管理型水位計や監視カメラの設置を進める。 
 ◆Ｒ３：危機管理型位計設置計画１０６基のうち９０基、河川監視カメラ設置計画 

７２基のうち５２基を設置 

 ◇Ｒ４：危機管理型水位計を新たに４基、河川監視カメラを６基設置予定 

【浸水想定区域図の作成】：② 
水害や土砂災害に対して、迅速な避難を促し地域住民が命を守る行動ができるよう、情

報発信の強化を進めるため、浸水想定区域図を作成・公表する。 

 ◆Ｒ３：作成を計画している１５河川のうち、１４河川において完成し、そのうち、 

９河川において結果を公表 

 ◇Ｒ４：１河川で区域図作成、６河川で公表（管内すべて完了予定） 

【消防団員入団促進事業】：② 
市町村、消防団と連携して、管内事業所に対する消防団員の確保に係る要請活動を実施

するとともに、消防団員入団促進に係る消防庁作成ポスター・リーフレットを、引き続

き、管内出先機関、ふくしま消防団サポート企業、管内の大学、短大、専門学校、事業所

に送付し、広報活動を実施する。 

◆Ｒ３：６事業所に対し要請、出先機関・企業等９２カ所へポスター等を送付 

◇Ｒ４：要請活動目標件数１０件、引き続き出先機関・企業等へポスター等を送付予定 

【河川災害関連事業】：③ 

令和元年東日本台風で甚大な被害を受けた河川において、堤防整備や河道掘削を集中的

に実施し、再度災害の防止を図る。 

◆Ｒ３：４河川で改良復旧事業を実施し、６５％程度事業が進捗 

◇Ｒ４：引き続き堤防整備を進める 

【土砂災害防止対策事業】：③ 
地震や豪雨等により発生する土砂災害から県民の命・財産、生活や経済活動等を守るた

め、土砂災害防止対策を実施する。特に、土砂災害警戒区域内に年配者や子ども等の要配

慮者利用施設が含まれている地区から優先して事業を進める。 

◆Ｒ３：対策箇所４２カ所のうち、１８カ所の整備が完了 

◇Ｒ４：福島市松川の東八川砂防えん堤の完了を目指す 

【農村地域防災減災事業（防災重点農業用ため池緊急整備事業、ため池整備事業ほか）】：③  
耐震性の向上に必要な堤体の改修や管理施設等の新設・改修、豪雨による決壊の防止、

洪水調節機能の付与・増進のために必要なため池の改修工事を行う。 

◆Ｒ３：大玉村大山の荒池において事業着手（測量設計を実施） 

◇Ｒ４：     同上     改修工事に着手予定（工期：Ｒ４～Ｒ５） 

【治山事業】：③ 
山地災害等による被害の防止及び保安林機能を維持強化するため、渓流や山腹斜面を安

定させるための治山ダム工等の施設整備や、森林整備による荒廃地等の復旧整備を実施す

る。 

◆Ｒ３：令和元年東日本台風で被災した崩壊斜面の復旧工事等を行い、５地区で完了 

◇Ｒ４：１４地区で実施予定 


